










で育ち、元々は画家を志していた が、第二次大戦中にサマルカンドに疎開したことが契機となり その人生は大きく変わることとなる。中央アジアの人々と文化、そして自然に魅了された彼は、古代ホレズム文明の民俗考古探検隊に参加するためカラカルパクスタンに赴き、ついにはヌ に移住 しまのである。
一九六〇年代初め頃から、彼はソ連アヴァンギャルド絵画の






の行動は、 ほとんど常軌を逸していた。集められた作品の数は、およそ十万点。死後間もなくペレストロイカが始まり、前衛的な芸術が解禁されると、サヴィツキーのコレクションは次第に大きな注目を受けるようになった。という も、彼が「救出」した絵の数々は、ロシア・アヴァンギャルド いわば「ミッシング・リンク」を成すものだったからである。
サヴィツキー・コレクションの特色は、中央アジア、とりわ
































た者もいる。サヴィツキー自身、 「アヴァンギャ ド」のみ固執していたわけではなく、流派に拘らずに自らが「よい」と感じた絵を収集していたようだ。サヴィツキー・コレクションを見ると、広大なソ連の芸術界全体が、当局の命じるま 一気に社会主義リアリズムへと転換したわけではなく、また、社会主義リアリズムそれ自体も、一般にイメ ジされているよりもはるか 多様で、多義性をはらんでいるということがよくわかる。　
本年三月十八日、沼野恭子と前田和泉 二人 このサヴィ
ツキー・コレクションの現状を調査すべくヌクスを訪れた 世











































持ち、東洋やロシアだけではなく世界中 文化に通暁していました。大変な教養人で、というのもロシア貴族の血を引き、かつ中産階級のエリート層にも属していたからです。当時そのような階層の子供には全人的でバランスの取れ 教育を受けさせる伝統がありました。サヴィツキ の幼年期はあの時代に典型的なもので、彼はごく幼い頃から文化に関するあらゆる知識を教わってきました。フランス 女性の家庭教師がいて、家族からは文化を愛する心を受け継ぎまし 。物心がつき始めた頃
から、サヴィツキーは世界中の文化への愛と理解を躾けられたのです。　
彼がウズベキスタンに来たのは第二次大戦中でした。当時は
社会の中 東洋文化が好まれていて、しかも先生たちから東洋や中央アジア、特に マルカンドに関してたくさん話を聞いていたこともあり、それで戦時中という困難にも かわらず、喜んでこの地へ赴いたのです。サヴィツキーは、サマルカンドに来て初めて色 は何か 空気の色とはどういうものなの を理解し、このサマルカンドで芸術家になった、と自伝エッセイの中で記し います。		 また、彼はとても興味深い画家でもありました。彼の絵画作
品、特に中央アジア時代のものを見れば、サヴィツキーがどんなに才能ある画家であったかがわかります。残念 ことに、サヴィツキーは自分の才能を無駄にしたとは言わないまでも、その才能を自らの中にしまい込み、絵画の収集や美 館事業に専念するため絵画への情熱を犠牲にし、絵を描くことをやめたのです。しかし、サヴィツキーが遺した絵画作品の数々は、彼が素晴らしい画家であったことを証明して ます。
さらに、サヴィツキーは民俗・考古学者で ありました。プ




はその文化はほとんど知られていませんでした。彼らにとって、サヴィツキーはまず何よりもカラカルパク文化の救世主でした。なぜならカラカルパクの芸術は絶滅の危機に瀕していたからです。彼はたゆまぬ活動をもってカラカルパクの 、芸術を救ってくれました。まずロシア 博物館のためにカラカルパク芸術のサンプルを収集、提供し、それから今度はカラカルパク民族のためにカラカルパク伝統工芸品を収集したのです。私たちはサヴィツキーが集め コレクション 「カラ ルパク文化の遺伝子貯蔵庫」と呼んでいます。なぜなら、この美術館は、カラカル 民族 文化を最もよく理解できる世界で唯一の場所だからです。ここには宝石細工やユルタの装飾品 衣装、手工芸品などが九千点以上も展示されています。そういった工芸品は消滅しかけていたのですが、サヴィツキーはそれを救出し、世界に宣伝してくれました。彼 コレクションはこの美術館の基礎となっています。これは大変な偉業で、 ラカ パク人たち、特に上の世代の人々は、サヴィツキーほど ラカルパク文化のために尽くした人物はなかったと考えています。
考古学においても同様です。サヴィツキー自身がカラカルパ





クスタンの芸術や、ウズベク・アヴァンギャルドを含むロシア・アヴァンギャルドのコレ ションを実に天才的に世に広めたことです。当時アヴァンギャルドのような芸術を宣伝するとは非常に困難で、危険です ありました。しかし、サヴィツキーは柔軟かつ巧妙に事を行う術を心得ていたのです。もちろん、ソ連の中心地から遠く離れたこ 地にいたことや、現地の指導部や知識人の援助があったことも幸いしました。そういう幸運な状況が重なって、サ ィツキーは べてを実現できたです。
彼はカラカルパクの手工芸を復興させるプロジェクトもいろ
いろと企画していましたが、残念な ら生前に 実現でき せんでした。しかし、まるでサヴィツキーに命じら か ように、それらを今私たちが実現しつつあるのです。 とえばカラカルパク工芸復興プログラムというものがあります。この美術館にはカラカルパクのユルタ 展示されています 、私 ちいわば彼の夢を実現したわけです。
私たちはサヴィツキーにとても感謝しています。 というのも、

















絵を描き始めた頃は生活するだけでも大変で、絵を描くどころではありませんでした。というのも、彼の家族はスターリン時代に弾圧 受けてい からで サヴィツキーの初期作品の多くは残っていません。この美術館にはサヴィツキーの学生時代の作品があります。当時の彼は、古代 シアものなど、与えられたテーマで描く方が多かったようです。そ 一方で、大テロルやファシズムの恐怖に直面した子供時代の心理を反映した複雑な絵画作品も し す。 とえば『懲罰隊員が去った後』という作品は、非常にドラマティックな題材で が、まだ詳細な研究はなされていません。
もちろん私たちにとっては、彼が東洋の自然を描いた時代の
絵の方が重要です。サヴィツキーは素晴らしい風景画家であり、確かに「カラカルパクの印象派」と呼んで いでしょう。サヴィツキーの作品は様々な時間帯や季節における自然の機微を表現するだけに留まらず、彼 愛をも伝えています。本当にサヴィツキーは砂漠を愛していた でしょう。珍しいことす。普通だったら好んで描かれるのは海や山、どこか美しい風景、森、花なのでしょうが、サヴィツキーが描いたのは砂漠す。描くテーマの選択も普通 はありませんでした。多くの風景が地平線なのです。そういった作品を私たち 冗談半分で「パスタ」と呼んでいます。なぜならその地平線は本当に果てしなく長いからです。恐らく、カラカルパクスタンという土地が果てしない砂漠、ス ップ からこのような構図になったでしょう。カラカルパクスタンの面積はとても広大で、ウズベキスタン全土の四〇％を占めています。この広大無辺の地を眺めても、視線の先はどこにもぶつかりません。それは自由を感じさせてくれます。おそらく、サヴィツキーは他ならぬこの地でこそ自由になることができたのでしょう。彼はそのことを愛情と喜びをもって絵にした です。
一方で、サヴィツキーは東洋の建築物を愛し、ヒヴァやその
他のウズベキスタンの史跡を絵に残しました。朝日や夕日に優しく彩られた遺跡の壁面を 彼は見事に写し取っています。これは、ヨーロッパの芸術家が他者目線で東洋を描く際にありがちな単なるエキゾチシズムではありません そこには確かに「美」が存在します。始めのうちはサヴィツキーもやはりヨーロッパの芸術家的な目線でしたが、やがて この地のすべて
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———　となり合う〈遠き〉アジア　———





























エフ、ウフィムツェフ ったウズベク・アヴァンギャルドの作品を収集していまし 。今日では彼らの作品は傑作として認められていますが、当時こういった前衛芸術は禁止されていました。彼らはフォルマリズムなど、国家 イデオロギーに合致しない思想に傾倒しているという理由で批判を受けていたのです。彼らの ただ無造作 放置され、誰も見向きも ませんで た。多くの場合 絵の持ち主は画家の未亡人や親戚でした。小さいアパートで 絵を置くスペースがないので、ゴミ箱に捨てようとしていた人も した。例えばヴォルコフの息子たちは、今 はオークションで何百万ドルもする父親の素晴らしい絵の数々を、大喜びでサヴィツキーに譲ってくれました。当時それらの作品 暖房設備のないところにあり、親戚たちが家を暖めるために額縁や構台を取り外して燃やしてしまうので、絵はキャンバスから剥がれ落ちかけ ました。サヴィツキーが家に現れると、彼らはすべての絵をほとんど無料で譲渡してくれました。正確 言うと、サヴィツキーは五～六枚分の絵の代金を支払い
（当時の価格で二、 三百ルーブルくらいで














です。借金はかなりありました。サヴィツ が死ぬ直前には、まだ数千点の作品に対する支払 済んでいませんでした。それは私たちが返済することにな 私は幼い頃からサヴィツキーのことを知って たのですが、父はよく彼に冗談半分でこう言っていました
─
「お前は刑務所に入れられて、 きっ









人画家がいます。レチコは十年間パリに住み、その作品はサロン・ドートンヌ展やアンデパンダン展にも出展され、フランスの作家アンドレ・サルモンが彼について記事を書いています。レチコはモスクワに帰還後、逮捕こそされなかったものの、コ モポリタニズム信奉者だとしてソヴィエト芸術家同盟から除名されてしまいました。その は生活の糧を得るために、農業学校で教師をしたり、絵の注文制作をしたり、スターリンの肖像画を描いたりしていました。彼の未亡人は、サヴィツキーが夫を認めてく ことに対 て本当に感謝 いので、一九八四年にサヴィツキーが亡くなると、私たちを家に招待してこう言った で 「私のところに残っている夫の絵はこれで全部です。どうぞ持って行ってください、私はもう先が長くありませんから。サヴィツキーさんにはとても感謝しています。だから、すべて無料で差し上げます」 。驚 ほどの大盤振る舞いです。彼女はごく普通 の先生で、子供はいませんでした。当時す にレチコ 作品は高額な値段がつ てて、国内外の多くの美術館が彼の作品 手に入 たがっていたのに、レチコの妻はすべて私たちの美術館に譲ってくれた です。もちろんこれには私たちも驚愕しました。作品をすべて運び出す はとてもつらいことでした。彼女が残りの人生の数カ月間を空っぽのアパートで過ごすのだと思うと、涙が出そうした。けれどその提案を断るわけにもいきませんでした。それは、とても胸を打つ出来事でした。
このように、絵を手に入れた経緯は様々です。サヴィツキー







ン科学アカデミーのカラカルパクスタン支局に勤務していた頃、彼はカラカルパクの芸術品を収集していて、それがこ 美術館の基礎となりました。実のところ、現地当 はカラカルパク芸術の美術館を造ろうと考えていたの 、アヴァンギャルド芸術の展示は全く想定されていませんでした。ところがサヴィツキーは、 「カラカルパクスタン 芸術家 ちに過去の芸術ついて教えなければならない。なぜならカラカルパクの芸術はまだ生まれたばかりだから」と言い出した です。イスラムでは偶像崇拝が禁じられているこ もあり、ウズベキスタンに造形美術が誕 したの 一九二〇年代初頭、カラカルパクスタンではやっと五〇年代に入ってからでした。美術館が造られたのはちょうどその頃です。サヴィツキーは、ロシアやウズベキスタンのそれまでの芸術を手本としてカラカルパクスタンの芸術家を育成しなければならいと主張しました。それは 当局や予算を担当する役人たちに尤もらしい説明をするための方便
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ロッパ的な絵画の伝統はありませんでした。そのようなジャンルを始めたのは、よそからウズベキスタンへ来た画家や、ここの出身ではあるけれど シアで教育を受けた画家たちでした。例えばヴォルコフはウズベキスタン出身です。タンシクバエフもタシケント生まれで、もはや国民的芸術家と える存在ですが、ロシアで芸術教育を受け や西欧芸術の影響のもとで画家として成長しました。彼ら 印象派やキュビスム、未来派といったさまざまな潮流に薫陶を受けています。　
そのような世界の文化を知る画家たちは、ウズベキスタンで













































ません。サヴィツキー自身、収集したコレクション 「アヴァンギャルド」と呼んだことは一度もあ でした。私 ちがここにある絵画を「アヴァンギャルド・コレクション」と称しているのは、単にわかりやすくするためと、一種のＰＲのためです。 はこれほど素晴 いコレクションがありますが、国際的な知名度を高めるためには、様々な努力が必要だったのです。実際のところ、 客観的に見ればわかると思い すが、ここのコレクションには社会主義リアリズムを含む様々な潮流の芸術が含まれています。ヴォルコフに関しても、彼の力強い社会主義リアリズムの作品を抜きに語ることは出来ません。もちろんヴォルコフは、ソ連内で広まっていたよ な、イデオロギーに満ちた社会主義リアリズムと 異なる特色を持っていましたが。いずれにせよここにあ 純粋に ヴァンギャルドの作品ばかりではなく、社会主義リアリズムやソッツ・アートの作品も含まれているの
　
サヴィツキー本人は、シンプルに「一九二〇～三〇年代のソ


















一九八四年、私は思いがけずこの美術館の運営を引き受け ことになりました。それはもちろん幸運なことで、私は多くの興味深い人たちと出会ったり、世界のたくさんの国を訪れる機会に恵まれ、素晴ら いプ ジェクトに関わることも きる一方で、大きなプレッシャーも感じます。サヴィツキー してきたことに対する責任もあるので、基本的には私はサヴィツキーの方針を踏襲してきまし 。　
たとえば、何千点もの作品を持ち主に返却すれば、代金の支
払いから逃れることもできたのですが ちは絵を返さずに借金を清算する道を選び した。また、美術館の増築、カラカルパク手工芸の復興、世界へのＰＲといったサヴィツキーの計画の実現を目指してきました。サヴィツキーもきっとこうしたことに賛同してくれたでしょう。なぜなら彼の夢は いつかパリの人々がわざわざヌクスに訪問するようになることだったからです。まさにそう っ プロジェクトを私 ちは進めてます。おそらく美術館は、サヴィツキーの計画通りの道を歩んでいるのではないでしょうか。多分、彼は空 上のどこかで、私たちの行っていることに満足していると私は思っています。
　
もちろん、社会の変化による影響はありました。作品の購
入を止めたのです。資金がなかったからです。ただ、新たに作品を買いたいとはそれほど思っていません。私たちの目標は、今あるものを保存 ることです。今では自分の作品を贈ってくれる芸術家たちも少なくありません。自分の作品がサヴィツキー・コレクションに加わるのは名誉あることなので そういったプレゼントはもちろん受け取りますが、購入計画自体は今のところありません。という も、まず何よりすべての作品を保管、修理する必要があるからです。作品の多くは満足のいく状態ではありません。その修復は私たちの優先事項の一つす。　
それから、観光客の需要にも応えなくてはなりません。ここ
カラカルパクスタンでグローバル・スタンダードに合わせるのはとても難しい課題 す。スタッフも設備もガイドも不足しています。私たちは英語以外の外国語を知りません。今はドイツ語を知る女性職員が一人いま が……。最 多いのはフランス人観光客で が、フランス が分かるガイドはここには ません。多言語対応のオーディオ・ガイドも必要です 観光それ自体を促進するのと並行して、様々なことに取り組まないといけません。けれど観光抜きでこの美術館を維持するのは経済的に非常に困難です。現在、国の全面的な支援によって美術館の新館が建設中ですが、他にもいろいろな計画があり、 っと資金が必要です。　
ちなみに、私たちには《













実はそれは美術館で登録済みの作品に限ったもので、その他に、いわゆる「一時保管」の作品が一万点以上ありました。一時保管というの 、文字通り一時的に預かるという形 美術館に入ってきた作品で、それらはいずれは美術館に買い取られる、もしくは返却さ ることになっていました。サヴィツキーが持ち運んできた
（ 「購入」したのではなく）
作品というのがま














































































マニを最初に見出した人物としても知られる（一八九一―一九一七） 。〔付記〕このインタビューから五カ月後の二〇一五年八月、ババナザーロワ氏は突如ウズベキスタン政府の命令で館長職を解任さ た。コレクションの一部を無断で売却したとの疑いによるものだが、館員らは事実無根として猛反発し、国内外から解任撤回を求める動きが続いている（二〇一五年一二月） 。
美術館外観
美術館内部
左から沼野、ババナザーロワ、前田
